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            (Chief: Dr. H. Sakaguchi)
   A 76-year-old woman visited us with the chief complaint of a urethral mass on September 11, 
1984. 
   There was a thumb-sized, brownish and painless mass in the posterior wall of the urethra. Al-
though excretory urogram revealed nothing remarkable, CT scan suggested metastasis of retroper-
itoneal lymph nodes. Biopsy of the urethral mass revealed malignant melanoma. She was treated 
with combined chemotherapy of dimethyltriazenoimidazole carboxamide, peplomycin, and cis-diamine-
dichloride platinum, but died of respiratory insufficiency on January 6, 1985. 
   Thirteen cases of primary malignant melanoma of the female urethra,including our own, have 
been reported in the Japanese literature.













して い た.し か し徐 々 に 増 大 して き た た め,同 年9
月,当 科 を 受診 した.痙 痛,肉 眼的 血 尿,排 尿 困 難 は
訴 え な か った.
入 院 時 現症1体 格 な らび に 栄養 中等 度 貧 血,黄 疸
を 認 め ず.胸 腹 部 理 学 的 所 見 に異 常 な し.鼠 径 部 リン
パ節 を は じめ,表 在 性 リンパ 節 は触 知 せ ず 。 外 尿道 口
の6時 の 位 置 に,栂 指 頭 大,易 出血 性 の 腫 瘤 の突 出 を
認 め,そ の基 底 部 で は 外 尿道 口全 周 の壁 に 連 な って い
た.
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尿所 見;pHフ.0,蛋 白(±),糖(_).尿 沈 渣;
RBc　many,　wBc　20～30/F.尿細 胞 診;Pap.　class
皿【b.
　 X線 学 的 検 査 所 見1排 泄 性 腎 孟 造 影 で は異 常 を 認 め
ず.腹 部CTで は,後 腹 膜 腔 に異 常 腫 瘤 が み られ,
同 部 の リンパ 節 の 腫 大 が疑 わ れ た(Fig,1).
　 以上より尿道の悪性腫瘍を疑い,1984年9月20日,
生検を兼ねた腫瘤切除術を施行した.
　 組織学的所見=切 除標本の組織像では,少 しクロマ
チンが増量 した異型細胞がみられ,胞 体にはメラニン
を多量に含有 していた(Fig.2).しかし,一部には

















　 泌 尿器 系 に 原発 す る悪 性 黒 色 腫 は非 常 に 稀 で あ る
が,陰 茎 と尿 道 に発 生 した 報告 は時 にみ られ る.1984
年 に,Stein&KendallDは男 子23例,女 子40例 の
尿 道 原発 性 悪 性 黒 色 腫 を 集 計 して お り,女 子 例 の平 均
年 齢 は64歳と報 告 して い る.本 邦 に お け る女 子尿 道 原
発 性悪 性 黒 色 腫 は1969年に前 田 ら2)が最 初 に 報告 して
以来,自 験 例 が13例目で あ る(Table　l).年齢 分 布 で
は13例中,50歳 以 上 が12例で あ り,60～70歳代 の 高 齢
者 に多 くみ られ る傾 向 が あ る(Table　2).外尿 道 口腫
瘤,尿 道 出血 を主 訴 とす る場 合 が 多 く,大 き さは 粟粒
大 ～ 鳩卵 大 ま で で あ った.初 診 時 に お け る診 断 で は,
13例中,尿 道 カ ル ン クル4例,尿 道 腫 瘍3例,尿 道 脱
1例 とな って い る.こ れ らの疾 病 とは も ち ろ ん の こ
と,そ の 他,ポ リー プ や 下 疽 と の鑑 別 も重 要 で あ る
が,実 際 上 は 困 難 な こ とも あ り,腫 瘤 の 色 や形 状 な ど
を 考 慮 し,悪 性 黒 色腫 も念 頭 に 置 く必 要 が あ る も の と
思 わ れ る.
　 最 近,pheomelaninの中 間 代 謝 産 物 で あ る 尿 中5-
S-cysteinyldopaの測 定 は 悪 性 黒色 腫 の病 勢 を 知 る う
え に有 力 なbiochemical　markerセこな り うる こ とが
明 らか に され て お り,花 輪12)はstage　1で は正 常 値
～ 境 界 値 に と ど まるが ,stagc　2で は43%が異 常値,
stage　4で は69%が異 常 値 で あ る こ とを 示 し,転 移 の
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Table　1.　Cases　of　primary　malignant　mclanoma　of　the　fcmale　urcthra　in　thc　Japanesc　litcraturc
N。.報告者 　　年齢 主 訴 大 きさ 治 療
1前 田 ら21)64
2多 田羅 ら　 73
3山 本k　 53
4吉 本 ら　　 69
5田 崎5)　40代
6西 浦 ら　　 53
　 　　 の





































尿道全 摘除術、尿道再建術、化 学療法、放 射線療法
尿道 膀胱全摘除術、内性器全摘除術 、両側 嵐径 部および骨盤
内 リンパ節廓清術、両側尿管皮膚移 植術、免疫 療法













有無 で は,転 移(十)例 で は86%が 異 常値 ～境 界 値 で
あ り,転 移(一)例 で は78%が正 常範 囲 内 で あ った と
述べ て い る.ま たDOPA負 荷 テス トで 尿 中5-S-cy-
steinyldopaが増 加 す る こ とが 診 断 に 役 立 ち うる こ と
も示 唆 してい る.し か し,本 例 で は 尿 中5-S-cystei-
nyldopaは正常 範 囲 内 で あ り,偽 陰性,偽 陽性 の 例
があ る こ とは 注 意 を要 す る.
　 悪性 黒 色 腫 の 外科 的 治療 は,病 巣 部 広 汎 切 除 と所 属
リ ンパ節 廓 清 が 原 則 と され て お り,臨 床 的 に は リンハ
節転移 を認 め な い と考 え られ た 症 例 で も病 理 組織 学 的
に転移 が認 め られ た り,後 に全 身 臓 器 へ の 転 移 が お こ
る こ と も多 い こ とか ら,リ ンパ節 廓 清 を 行 な う こ とが
望 ま しい と され る.し か し,悪 性 黒 色 腫 は 高 齢者 に 多
く,ま た進 行 が 非 常 に 急速 で あ る こ とか ら早 期 に お け
る根 治的 な手 術 が 困難 な こ と も多 い.
　 化学 療 法 で は 最 も 有 効 で あ る と さ れ て い る の が
DTICで,　DTIC研 究 グ ル ー プ;3)では,176例(単
独29例,併 用147例)を 対 象 と し,抗 腫 瘍 効 果 を 判 定
で きた72例中,50%以 上 の腫 瘍 縮 小 が22例(30.6%)
に 認め られ,小 山 ・斎藤 班 基 準 に よる判 定 では 奏 効 率
26.4%であ った と報 告 して い る.ま た そ の投 与 方 法 と
して は1日100mgま た は200　mgを5日 間 連 日静
脈 内投 与 し,4週 程 度 休 薬す る ス ケ ジ ュー ルを 推 奨 し
て い る.Nathansonら14)は,　VBL,　BLM,　CDDP
のregimen(VBD療 法)で42例 中43%が 有効 で あ
った と報告 して い るが,Yorkら15)は20例中,有 効 で
あ った と症 例 は な か った と し,Luikartら16)はVBD
療 法 とDTIC療 法 を 比較 し,前 者 の 有 効 率10%に対
し後 者 は14%で,副 作 用 な どを考 慮 す る と,VBD療
法 はfirst　choiccとして は問 題 が あ る と して い る.そ
の他,ACNU,　BCNU,　VCR,　Act-Dなどが使 用 さ
れ て い る が,い ず れ も単独 投 与 で は 余 り抗 腫瘍 効 果 は
期 待 し難 い よ うで あ る.本 例 はDTICを 中 心 に
PEP,　CDDPのregimenを 試 み た が,残 念 なが ら
効 果 を 判 定す る まで 至 らなか った.
　 次 に 免 疫療 法 で あ る が,以 前 よ りBCGやOK-
432などが 使用 され て お り,補 助 療 法 と して の有 効 例
も撮告 され て い る.ま た最 近,interferonも試 み ら
れ て い る17)が,現在 の と こ ろ,有 効 例 が 少 な く,今 後











2)前 田義 男 ・岡 部 達士 郎 　 女 子 尿道 原発 のmalig-
　 nant　melanomaの1例.日 泌 尿 会誌60:347,
　 　1969
3)多 田 羅潔 ・福 川 徳 三=女 子尿 道 に発 生 した 悪性 黒
100 泌尿紀要　33巻　 1号　1987年
　 　色 腫 の1例.臨 泌31=641～644,1977
4)吉 本 　純 ・大 北 健 逸 ・松 村陽 右 ・朝 日俊 彦=女 子
　 　外 尿道 口に原 発 した悪 性 黒 色 腫 の1例.西H泌 尿
　 　410723～727,　1979
5)西 浦 弘 ・加 納 勝 利 ・鈴 木正 明 ・北 川 龍 一・:女子
　 　尿 道 に 原発 したamelanotic　melanomaの一 例.
　 　 Fl泌尿 会誌701444,1979
6)相 馬 文彦 ・木 村 正 一 ・吉 川 和 行 ・西村 洋 介1尿 道
　 　黒 色 腫 の 王例 。 日泌 尿 会誌73:1369,1982
7)竹 前 克 朗 ・江 尻 　 進 ・北 川 正 信:女 子外 尿 道 口部
　 　に み ら れ たmalignant　melanomaの1例.日
　 　泌 尿 会誌74:　151,1983
8)中 森 　 繁 。岸本 知 己 ・伊 原 義 博 ・矢 野久 雄:女 子
　 　尿 道 悪性 黒 色 腫 の1例.日 泌 尿 会誌751709,
　 　 1984
9)前 原 　 進 ・中村 浩 二 ・川下 英 三 ・川 上一 雄 ・碓 井
　 　亜 ・石 部 知 行 ・早 瀬 武 美=女 子 尿 道悪 性 黒 色 腫 の
　 　 1例。 西 日泌尿46:673～677,1984
10)和田鉄 郎 ・三 木 　誠 。谷 野 　誠 ・柳沢 宗 利 。近藤
　 　直 弥=女 性 尿道 に 発 生 した悪 性 黒 色腫 の1例.臨
　 　 泌39:523～526,1985
11)北田真 一 郎 ・上 田豊 史:女 子 外 尿 道 口に原 発 した
　 　悪 性 黒 色 腫 の1例.西 日泌尿47:507～509,1985
12)花輪 　滋 　 日本 人 の 悪性 黒色 腫 患 者 尿 に お け る
　 　5.S-cysteinyldopaの排 泄.日 皮 会誌93:433～
　 　 442,　1983
13)DTIC研 究 グ ル ー プ 　 悪 性 黒 色 腫 に 対 す るDa-






















　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (1986年1月4目 受 付)
